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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月6日(2018.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶融状態で高流動性を有する熱可塑性組成物であって、
（ａ）８０から９９．８重量％の、１種の熱可塑性ポリマーマトリックス；
（ｂ）０．１から１０重量％の、環状ポリエステルオリゴマーであって、２～２５の重合
度を有するオリゴマー；ならびに
（ｃ）０．１から１２重量％の、１種のフェノールポリマー；
を少なくとも含み、
前記化合物（ｂ）および（ｃ）は、０．２５～６、好ましくはおよそ０．７５～２．７５
の範囲で変動する重量比（ｃ）／（ｂ）で存在する、組成物。
【請求項２】
　前記マトリックスが、少なくとも１種のポリアミドを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ポリアミドが、少なくとも１種の脂肪族ジカルボン酸と脂肪族もしくは環状ジアミ



(2) JP 2018-501373 A5 2019.1.24

ンとの重縮合により得られるポリアミド、少なくとも１種の芳香族ジカルボン酸と脂肪族
もしくは芳香族ジアミンとの重縮合により得られるポリアミド、少なくとも１種のアミノ
酸もしくはラクタムのそれ自体との重縮合により得られるポリアミド、またはそれらのブ
レンドおよび（コ）ポリアミドから選択される、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ポリアミドが、前記ポリアミドの鎖に化学的に結合されたヒドロキシ芳香族単位を
含む、請求項２または３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記ポリアミドが、１００００～５００００ｇ／モルの重量平均分子量Ｍｗを有する、
請求項２～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記ポリアミドが、ＰＡ６６、ＰＡ６．１０、ＰＡ６．１２、ＰＡ１２．１２、ＰＡ４
．６、ＭＸＤ６、ＰＡ６、ＰＡ７、ＰＡ９Ｔ、ＰＡ１０Ｔ、ＰＡ１１、ＰＡ１２、ＰＡ６
Ｔ／６Ｉ、ＰＡ６Ｔ／６Ｉ／６６、それらに由来するコポリアミド、およびそれらのブレ
ンドから選択される、請求項２～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記環状ポリエステルオリゴマーが環状ポリ（ブチレンテレフタレート）である、請求
項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記フェノールポリマーが、フェノールとホルムアルデヒドとの縮合の生成物である、
請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項９】
　前記フェノールポリマーが、以下の式（Ｉ）：

（式中、Ｒは、水素原子、またはヘテロ原子を任意選択で含み、１～２０個の炭素原子を
含む直鎖もしくは分岐アルキル基を表し、ｍは、６～１５であり、ｎは、５～２２である
）
の単位を含む、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項１０】
　強化布地またはプレフォームに溶融状態の請求項１～９のいずれか一項に記載の組成物
を含浸させる少なくとも１つの工程を含む、複合材料物品を製造するための方法。
【請求項１１】
好ましくは直接射出による、引抜プロセス、または密閉成形射出によるＲＴＭプロセスで
ある、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１０または１１に記載の方法によって得られた複合材料物品。
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